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　国選択無形民俗文化財 ｢ 神ころがし ｣
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泣き声を上げていました。泣き声を上げていました。
　　県無形民俗文化財 ｢ 獅子木遣り ｣
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問合先　歴史民俗資料館歴史民俗資料館　K629-6847629-6847
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まちのホットな話題

Photo News ‐フォトニュース‐

　市立総合病院では、 市民の皆さんに向けた 「看

護の出前授業」 や 「出前講座」 を開催し、 健康に

役立つ情報や医療の豆知識などをお話しています。

　市立総合病院では、県
看護協会と連携し「看護の
出前授業」を市内の小学
校や中学校、高等学校で
開催しています。
　「看護職の仕事内容」や

「薬物やたばこが健康に及ぼす影響」など、看護や生
命について興味を持ってもらえるような話をしています。
　実際の医療現場で仕事をしている看護師から直接話
を聞くことで、看護師という職業に興味を持ったり、自
分や家族の健康について考えたりする良い機会となっ
ています。

　地域の皆さんで構成されるグループや団体を対象
に、医療や健康、病気予防などについてお話しする

「出前講座」を実施しています。
　出前講座は、病院職員が講師として出向き、がん
や認知症といった病気に関することやリハビリテー
ション、薬のことなど、さまざまなテーマで実施し
ており、市民の皆さんが持つ疑問などにも分かりや
すくお答えしています。
　市立総合病院では、これからも市民の皆さんの健
康増進に役立つ情報を提供していきます。

看護の出前授業

出前講座

出張版出張版

Vol.16
問合先

　市立総合病院 病院経営戦略課　

　K623-3111 ㈹

病院広報誌病院広報誌
　出前講座を希望されるグループや団体は、問い合
わせてください。
対�象　市民で構成するグループや団体、企業など（概

ね 10 人以上の参加が見込まれる学習会）
開�催時間　１講座１時間程度
会�場　原則として志太榛原地域内
※ 会場の確保や使用料の負担、開催の準備などは、

依頼者で行っていただきます。
費�用　講師料無料
※ 会場費、資料の印刷代や材料費などの講座に必要

な実費や講師旅費は、依頼者負担です。
テ�ーマ （例）

h救急処置について
 hがんについて
h高血圧について
h不妊症治療について　など
※ 講師の勤務の都合により、ご要望に添えない場合

があります。
問合先　病院総務課 管理担当　K623-3111 ㈹

市立総合病院出前講座

ご案内ページ

ご活用ください

出前講座のご案内

出 前 講 座

　8/3 ㈯、朝比奈川（八楠ほか）で、「夏
休み親子水生生物教室」が開催されま
した。
　専門家と一緒に川に入り、上流と下
流で水質を調べたり、川に生息する生
き物を捕獲したりして、川を取り巻く
環境について調査を行いました。
　参加した児童は、「いろいろな生き物
を捕まえることができて楽しかった」
と話し、普段見慣れない水生生物を手に目を輝かせていました。

　夏休み親子水生生物教室

見！水の生き物たち発

　7/24 ㈬～ 26 ㈮、｢ やいづ少年の船 ｣ が開催され、市内の中
学生 36 人が県立焼津水産高校の実習船「やいづ」に乗船し、操
舵体験や釣り実習、伊豆大島での貝の養殖現場の見学などを行い
ました。
　参加した生徒は、「最初は不安や緊張でいっぱいだったけど、
皆が話しかけてくれて緊張がほぐれた」「船の上で食べたごはん
がとってもおいしかった」などと話し、航海研修ならではの体験
を通じて、友情を育むとともに、海や水産業について理解を深め
ていました。

　やいづ少年の船�大海原へ

や水産業を学び、 友情育む海
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名誉館長の夏休みこども講座」が開催
されました。
　今年は、小泉八雲の代表作『怪談』
が出版されて 120 年。講座では、小
泉八雲のひ孫で焼津小泉八雲記念館名
誉館長の小泉凡さんから、『怪談』作
品に込められたメッセージを学んだ
り、座禅体験をしたりしました。
　参加した子どもたちは、一生懸命に耳を傾け、熱心に凡さんのお話を聞いていま
した。

　小泉凡名誉館長の夏休みこども講座

寂の寺で小泉八雲の 「怪談」 を学ぶ静

　8/1 ㈭、学校給食センターで見学会
が開催されました。
　これは学校給食への理解を深めても
らおうと開催されたもの。この日 22
組 60 人の親子が参加しました。
　調理員から使用する器具について説
明を受け、材料に見立てたカラーボー
ルやイラストを使って大型調理器具を
使用する体験をしました。
　参加した親子は、「作ってくれる人の気持ちや笑顔が分かって給食に親しみが湧
いた」と笑顔で話していました。

　学校給食センター見学会

きな鍋やしゃもじで給食を作るよ大����

相談室
■�高齢者総合相談（高齢者の生活や介護、医療など）　日時　月～金曜日（祝休日を除く）　8:30 ～ 17:00　会場　各地区の地域包括支援センター（以下「包括」）　
　問合先　h北部包括　K626-3219　h中部包括　K626-8811　h南部包括　K656-3322　h大井川包括　K664-2700


